
今日のイラスト650 「イラストでたどる石州街道㉒ 渡川繰船永代録」古谷眞之助 

 実は、渡川永代録については本文に書いている以上のこと

はよく分からないので、今回は歴史とは全く別のチェーンソ

ーアートについて書いてみることにする。と言うのも、この

石碑を過ぎてしばらく街道沿いに進むと、左手に突然、山間

の村にはちょっと相応しくないログハウスが現れて、そこに

たくさんの動物作品が無造作に並べてあるのに出くわしたか

らである。(小写真上)調べてみると、どうやらチェーンソーの

みを使って丸太から動物たちやオブジェなどを掘り出す作家

として有名な林隆男氏の作品のようである。氏の作品は「やまぐちゆめ回廊博覧会」のメインシンボルとし

て、かなり大型の「ぶちえーゆめはく」と銘打った作品が新山口駅に展示してあった。小写真下の説明看板

を拡大してみると林隆雄作と確認できる。この作品は、今は道の駅「長門峡」に移設されているが、県内の

他の道の駅にも氏の作品が多く展示してある。このログハウスの直ぐ側には、丸太や薪に使用すると思われ

る材木がうず高く並べられていたし、大きなご自宅にはストーブ用の煙突も見えた。改めて林氏の経歴を見

ると、もう世界的なチェーンソーアーティストと呼んで全く問題のない受賞歴である。チェーンソーでかく

も精緻に掘り上げるシーンを是非見てみたいと思ってネットで探したが、残念、動画はヒットしなかった。

このレベルにまで到達すると、県レベルのイベントでもお呼びがかかって当然だろう。( 2024.1.25 記 ) 


